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1。年次総会・春季講演シンポジウムの案内

1991年度の年次総会(第 2 期 2年度)と第 4 回の春季講演シンポジウム(エネルギー・

リスク問題)を下記の要領で開催することになりまし九のでご案内いたします。

趣旨:地球的規模の環境汚染や気候温暖化にともなう環境りスク問題が1990年代の

人類の生存にとって最も重要な課題のーつとして浮かび上がってきています。咋年度の自

然災害りスク問題のシンポジュウムにひき続いて、地球環境問題の解決の九め根幹をなす

「エネルギー・りスク問題」について学際的な立場から基本的な整理を行なうことを企画

しました。地球環境汚染の視点からエネルギー問題を解決する為にりスク研究がどのよう

に貢献できるのか、第一線で活躍されている関係者にお集まりい九だき、その可能性と条

件を議論する予定です。

1 9 9 1年6月2日(士):1 2:3 0 - 1 7:0 0日時

年次総会 1 2:3 0 - 1 3:0 0

講演シンポジウム :1 3:0 0 - 1 7:0 0

場所:東京大学山上会館(東京都文京区本郷2丁目)

:エネルギー問題をりスクの視点から考えるテーマ

内容:特別講演座長天野博正(電力中央研究所)

茅陽一(東京大学):エネルギー問題におけるさまぎまなりスク

佐藤一男(原子力研究所):原子力分野におけるPS A研究の現状と課題

バネルディスカッション司会大塚益比古(エネルギー総合研究所)

近藤駿介(東京大学)、末次克彦(日経新聞)他数名を交渉中ノξ:武三ラ

二ス ニタ才1-','

発行責任者・池田

編集・中村

JanuarJ,,1991
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2。第4回研究発表会の日程と企画テーマの募築にっいて

199 1年度の学会研究発表会を下記の日程で行うことになりまし九。事務局では年会

の企画テーマを募集します。企画セッシ"ンのテーマ、趣旨、発表予定者をA 4 用紙 1枚

にまとめて事務局までお寄せ下さい。(締切 3月末日)

日時:1991年11月29日(釡)-30日(士)

場所:東京(適当な会場を探しています)

3。第3 回研究発表会報告

日本りスク研究学会主催の第 3 回研究発表会は既報のとおり1990年U月30日(金) 12月1
日(士)の両日、国立公衆衛生院(東京都港区白金台)で聞催されまし九。生憎く初日は台

風による雨に九九られまし九が両日の参加登録者は約100名で、熱心な講演と活発な議論が

行なわれまし九。特別講演として、大島輝夫氏(日本化学物質安全情報センター)からOE

CDと米国を中にし九化学物質のりスク管理の国際動向の講演がありまし九。

各研究発表は 3 つの企画セッシ"ンと 2 つの一般セッシ"ンに分けられ、合計19編の研
究論文が発表され九。企画セッシ"ンでは「事前対応型りスク管理」、「りスクァセスメ

ントと基礎科学の接点」、「製造物資任りスクの分散」を取り上げまし九。

一般セッションではりスク評価モデルと評価方法論ならびにりスク便益.費用に関する研

究の 5件が報告され九。研究発表会での講演は約90 頁の講演論文集として発行されてい

ます。講演論文集はりスク研究の 1 次資料として非常に有益な文献となるものです。講演
論文集はまだ余部がありますので必要な方は事務局まで申し込み下さい。(一部 2,000円十
送料 210円)以下は講演論文集の内容'」

1990年度日本りスク研究学会第3 回研究発表会

論文集 11roceedin且S of the 3rd AnnⅡal conference.1990

1 9 9 0年1 1月3 0日(金) 10:00 - 17:00

1 2月1日(土) 10:00 - 15:00

国立公衆衛生院講堂(東京都港区白金台 4-6・D

第3回日本りスク研究学会研究発表会論文樂の内容

、

11月30日(企)

(りスク推定と評価モデル)司会小林定喜(放医研)セッション1

階層分析法を用い九りスク比較法に関する考察

甲斐倫明、斉藤史郎、草問朋子(東京大)

バラメータが確率密度分布を示す集団のりスク推定モデル

佐久問美明(束京水産大)

ディーゼル排出ガスのりスク試算:岩井和郎(結核研究所) . .

4

・・10
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司会酒井泰弘(筑波大)(りスク費用・便益)セッション2

化学物質規制1こおけるコストーベネフィット分析法の応用について:

内山巌雄、横山栄二(国立公衆衛生院)

TBT化合物のりスクと便益の分析一大阪湾の事例研究:

Cho Hyeon-seo、盛岡通、末石冨太郎(大阪大)

(事前対応型りスク管理)司会北畠佳房(筑波大)セッション 3

環境資源利用と事前対応型りスク管理(レビュー)

北畠佳房(筑波大) . .. ... ..

環境質変動と公共サービス:秋山紀子(青山学院女子短大) .

リスク管理に果九す保険企業の役割:大西一元(東京海上火災) ..

都市水系の環境りスク評価とりスク対話支援システム

前田恭伸、池田三郎(筑波大)

司会横山栄二(国立公衆衛生院)

大島輝夫(日本化学物質安全情報センター)

特別講演

化学物質のりスク管理の国際動向 ・・・46

12河 1日(士)

セッション 4 (りス好セスメントと基礎科学の接点)司会林裕造(国立衛生試験所)

リスクァセスメントの科学的基礎(レビュー)

加藤隆一(慶応大) ・ 52. ... . . .

遺伝子から発ガンのりスクは予知できるか?

黒木登志夫(東京大) ・ 5ι..

食品成分とりスクァセスメント:斉藤行生(国立衞生試験所) ・ 57.. .

暴露データを適用し九農薬の発ガン性評価の試み .

.

関沢純(国立衛生試験所) ・ 62.. ..

セッション5 (製造物責任りスクの分散)司会朝見行弘(福岡大)

製造物責任とりスクの分散一経済学の立場から
中島巌(専修大) ・ 68. . .

森島昭夫(名古屋大)法律学の立場から ・ 75

製造物責任保険によるりスク分散:栗山泰史((株)安田総合研究所)・76

リスク情報提供効果の計測一医薬品りスクの軽減行動に与える影響:池田三郎(筑波大)

盛岡通(大阪大)西村周三(京都大)、山本康正(帝京大)・82

・ 13

・ 40

・ 25

・ 32

・ 36

・・19

.
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第6 回理事会議事録(案)4。

日時: 1990年11月30日(金) 12:15 - 13:30

場所:国立公衆衛生院、第 1会議室(2 階)

出席者:横山、木下、天野、池田(三)、石崎、加藤、北畠、草間、小林、酒井、

末石、鈴木、田中、中村、内山各理事

(1)前回議事録の確認:確認され九。

(2)新会員の承認

資料 1 にもとづいて池田理事(事務局)から説明があり、正会員25名および1社の賛助

会員の入会が正式に承認され九。

(3)第 4 回春期講演シンポジウムの企画

草間理事より以下のような平成3年度春期講演シ ンポジウムの企画案が提案され九。

テーマ:エネルギー問題をりスクの視点か ら考える

日時:1991年6月29日(士曜日)玲:00 17:00

場所:東京大学山上会館

内容:特別講演座長天野博正

茅陽一:エネルギー問題におけるさまざまなりスク

佐藤一夫:原子力分野におけるPS A研究の現状と課題

パネルディスカッション司会大塚益比古

パネラー近藤駿介、末次、中村(交渉中)、その他2 人

これに対し、事務局より、年次総会の時問として特別講演の前に 30-40分取れるよう考

慮してほしいとの要望があっ九。ま九、時間的制約からバネラーを 4 人にし九方がよいと

の提案があり、基本的には日程も含めて企画案は承認されたが、天野、草間両理事に今

後さらにパネラーの人選など検討してい九だくこととなっ九。

(4)第4 回研究発表会の企画

第4 回研究発表会は東京で開催することになっ九。企画委員は未定であるが、まだ企

画委員になっていない理事の方にお願いすることになるが、事務局で案を練ることで了承

され九。ま九、関西の会員数が少ないので、来年は関西の会員を増やすように務め、再来

年の第5 回研究発表会は関西で行なうことが了承され九。

(5)学会誌第3 号と会誌発行財政

事務局より、来年度から学会誌を年2 回発行する案が提案され九。この九めには、会

費収入を 200万円にしないと困難な九め、学会費を増額するか、会員増をはかる必要があ

リ、ま九、論文編集に関して CO-editor制を導入する必要があることが提案され九。末石

理事より、発行できる余力があるときだけ 2 回発行し、困難なときは 1 回でもよく、予算、

質、量に応じて柔軟に対応していけぱよく、すぐに会費の増額はしないほうがよいことが

指摘され九。議論の結果、この件に関しては来年度は多少赤字覚悟で2 回発行する方向で

努力し、同時に学会財政の増強も事務局で検討することとなった。

(6)その他

事務局より関連学会等の情報を知らせてい九だけるよう、各理事に要望がだされ九。 S

RA (親学会)の理事会には当学会から推薦され九池田理事が当選し、 S RAの年次大会

と理事会に出席し九こと、ま九、将来、日米欧共同でシンポジウムを開催し九り、 S R A

から講師を招くことなど協力を強めることが S R A の現会長(C. Travis)と話し合われ

九ことが報告され九。

-4-
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5。学会誌第3号原稿(論文)募集

当学会では今年6月に日本りスク研究学会誌第3 号の発刊を予定しております。第 3 回

研究発表会での講演を中心に編集する予定ですが、会員の皆様の研究成果やご意見も下記

記の要領でまとめて投稿してい九だけるようお願いい九します。特に、「りスク」問題に

関して会員の皆様が日頃お考えのご意見を「研究短信」としてまとめてい九だき、できる

だけ数多く掲載する予定ですので奮ってご寄稿下さい。

(D 原稿締切:1991年2月28日(研究論文)

3月31日(寄稿論文、研究短信)

(2)原稿枚数:研究論文 8頁以内、寄稿論文 1~6頁、研究短信 1~2頁

なお、規定ページ数におさまっ九場合は掲載料は無料としますが、超過

し九場合は、超過し九ページ数に応じて印刷等に係わる費用を負担して

いただくことになります。

(3)論文別刷: 100部以上50部単位で、有料にて申し受けい九します。

(4)原稿サイズ:1 ページにつき 40行22字詰(図表等すべて含む)

(5)採否の決定:寄稿論文及び短信は査読を行なわず、編集委員会が採否を決定い九しま

す。研究論文は複数(2 名程度)の査読者による審査結果にもとずいて、

論文編集委員会が採否を決定い九します。

(6)投稿要領:日本りスク研究学会誌に記載の投稿規程を熟読の上、投稿して下さい。

(フ)執筆要領:日本りスク研究学会誌に記載の原稿作成要領を熟読の上、原稿を作成し

て下さい。ま九、第 3 号の各論文、短信の体裁も参考にして下さい。

6。 SRA年次学会ヘの参加報告

S R A の 1 9 9 0年の年次大会が 1 0月8日から 3日問の日程で南部のNeworleanSで行

なわれまし九。米国南部のメキシコ海岸で開催されることでもあり、学会の理事会にも参

加する必要があり出かけまし九。例年逓り約 5 0 近いセッシ"ンからなり、 5 - 6 の分科

会が同時進行するという大きな学会でし九。昼食時には、ゲスト・スピーカーの講演を聞

きながら会食する( 4 0 0 名)という日程でし九。今回のスピーカーは Milton RusseH,

則 E P A 次昌、(" Lessons from ule Nau ona l Acid precipit ation Assess. pr0客ram")と

Brooke Mossman, vermont unlv.("Risks from Asbestos")で、必ずしも専門家でない参加

者に理解しゃすい解説と課題を、特に、行政と科学の狭問におけるりスク分析と管理の豊

富な経験を各々ユーモアをまじえて聞くことができまし九。

今回の学会では特に,地方自治体(州政府)や一般市民(環境保護団体)の参加を数多

くみかけ、"Risk com口如icati飢 Round Tables"という 3日問にわ九る環境・技術りスク

ニテイ・レベルでの様々な課題を実際の事例に基づいて徹底的に討論していましのコ

九。そのほかの主要な大会の特徴は以下の SRA newsletter に記されています。

次回の S R A 学会は Washington. DC で 1 2月中旬の予定です。

(池田三郎:筑波大学)
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Counc" Meelings
The final meeting of 小e 1989-90
SRA council W辺 also be held on

Sunday,1:(刃 U)4:卯PM.The 1990-91
Council wi11 hold i認 first meeung on
Tuesday,フ:α) t09:0O PM.

Plenary sesslon
IhesP巳2kerforthe Monday mom・

ing plenary session wi11be Nonnan c.
Rasmussen, MCAfee hofessor of

Engineedng in the Depar血ent of
NuclearEngineedngofMaS訟ChⅡSet認
InSⅡtU妃 of T此hn010gy. D1質ing the
Session he wi11 be awarded sRA'S

D太ⅡΠguished c0Π丘ibU註on Award.(see
Separate story.)

Business Meetlng
On Monday at 5:0O PM the soci、

ety wi11 hold i甥 arlnual business meet、
ing, at which the president's gavel wi11
b巳Ⅱa11Sferred from John Garrick to

Curtis Travis. ne results of 小e recent

elections wi11 also be announced and

Committee rep0心 and bⅡSiness mat、
ters requidng membership action wi11
be presented.

Organiza"on of Divisions
Immedia鴨ly f0110wing 山e busi.
ness meeting, f0山 meetings wi11 be
held to organize f011rs(児iety divisi0船
Wi111in 血eateaSρfEnginee血g, Hea1小,
Social sciences, a口d policy and Regu・
Iatory Analysis.(see page 3.)

Breakfastfor New Members

The traditional continental break.

fast for new memberS 即d sRA offi.

Cers wHl be held be則een 7:oo and

9:0O AM Tuesday.

Luncheon speakers
At a Tuesday 1Ⅱncheon banqⅡCt,
Milton Russe11, former assiS仏nt
adminiSぬtor of the EPA's ofnce of

Policy, planning arld EV址Ⅱation and
Currendy in ajoint appointment atThe
UniversiwofTennessee即d oakRidge
National Laboratory, wi11 Speak on
"Megascience for Decisions: Lessons
丘om the National Acid pr即ipi仏tion
Assessment nogram (NAPAP)." on
Wednesday t11espeakerW迅be Brooke
T. Mossm即, associateprofessorin the
Deparunent of path010gy at The uni"

Annual Meeling schedule

SⅡⅡd窒丁, OCL 7

8:30 AM - shorιC0Ⅱτ工e (H且ilrle3,
KaP1如)

1:卯 PM 、 shoft c0Ⅱfse (CO×. wi130n)
1:卯 PM .的89-90 counc" MeeⅡng
4:m pM . RC且i3h急tion
5:m pM ・ Gcn町alRccepti咋

Mondヨ丁, otL 念

8:卯 AM 、 Re且iS加tion
9:卯 AM - plenary S伽3i伽
10:30 AM . Moln伽容 St33imls
Noon Lunch B祀ヨk

1:30 PM . Aftct"oon se3Sions

5:m pM 、 SRA BusinC3' Mecti"豊
6:m pM . SRA Divisio" Mcam且S

TⅡ凹da丁, oct.,

フ:m AM . NCW ManbcTBt閃M且3t

8:m AM . Re813tntion
8:30 AM . M01罰in客 SeS3ion'
Noon .1'U"cheonBきnquet
1:30 PM . Altemoon S伽Si0伽

5:m pM 、 Global Risk Analy3i3
Sedion M配tin套

フ:伽 PM .199091 C0Ⅱncn Meeting

Wcdn凶d嚢丁, OCL I0

8:m AM . RC客istmtion
8:30 AM - Moming seSヨim13
Noon Lunchcon Bきnquet
1:30 AM - Ntcmoon se3Si0113

RISK newsletter, september,1990

feat山edon Mon血yandTuesday,卸d
飯Ve addiuonalsessions directly idenⅡ・
ned as dsk communication sessions

Wi11be sca杜ered throughoutt11e meet、
ing.1n addition, one session wi11 ad、
dress public l)erceptions, one wi11 fo・
Cusonpublicconcems, arlda小irdW川
discuss protccting the public.

Melhods Developmenl.1m.
Proviflg dsk analysis me小odS 丑nd in・
Vestiga飯ng 血e辻 interdisCゆlinary ap・
PⅡCationS 露抑0小ertopicofwidesgead
inteNSL The prograr11indudes sessions
On such topics as probabilistic dsk as・
Sessment(odginated in the nudearin、
dustw), expen systems, pharmacoki・
netic models, multimedia modeling,
C即Cadsk asS邸Sment models,即dnon.

Carcinogenic dsk asscssment mo【1els,
toge小er wi血詫latcd sessions on or.
ganizational factors, decision making,
acceptable dsk, biomarkers, unce血in、
Ⅱes, use of da仏 in models, dose、re、
Sponse telationships, a11d e仕lical and
Soci址 issues in dsk assessments.

Regulalory モ何ecls. A ddving
force for organ稔ing t11e sRA was i鶴
Potentialforprovi'i兜血e govemme爪
an田orpublic wi山託ientinca11y based
infonnation on sl)eci6Cdskssubjectto
regulaιion, toge血er with eS丘mates of
their social and economic e丘ects.

Sevcra1 ιypes of regulalions wiⅡ be
Cxamined at the annual meeting,
induding 小e clean Air ACL 小e safe
Ddnking water Act, SARA TiⅡe 3,
工0Ⅱisiana'S HazardouS 圦『aste T飢

Progねm, califomia's proposition 65
and 治 BirthDefeC個 nevention Actof

1984, f卯d labeling, and cunent and
fU加re regⅡlations of dsk in JaP飢.

SpeC市C 防SkAssessnlenls.The
meeting wi11 also include numerous
Papers Nponing specinc applications
Or potential applications of dsk analy・
Sis me小0〔k. The subjects include major
Oil spi11S, dioxin, ha7ardous wastc dis.
Posal (nudear, mixed,飢d medical
Wastes), nuclear emergency planning,
nuclear force reductions, SⅡPedund
dcanups, passive tobacco smoking,
ec010gicalrisks,compU記rneNorkdsks,
Chemical accidents, fungicides, geneⅡ"
Ca11y engineered microorganisms,

eva1Ⅱations, and many

.

economlc

0山ers.

Versiw of vemlont,肌,ho wi11 discuss
" RiskS 丘om Asbeslos EXPOS1Ⅱe."(see
Scparate story.)

Global Risk sectlon

SRA's only lopical secti0Π, thc
Glob址 Risk An祉ysis section, wi11 hold
a meeting at 5:0O PM on Tuesd11y.

Program overview
BeC釦Se a pdncipal goal of sRA

is to faci"捻le inle毅Ctions among a11
disciplines engaged in 蛭Sk analysis,
小e s(羚iety conti11Ues lo neld a large
numberofpapers in n11merous concur-
rcnt sesslons. n gencral,小e papers
fa11int0 小e f0110wing four categodes.

Risk communica"on.1mprov.
ing 山e communication ofdsks to thc
PⅡblic is a topiC 血at wi11 be 獣Plored
in a nⅡmbcr of scssions at 小e annual
mceting. Five sessions titlcd " Risk
Communication R0Ⅱndtable" wi11 be

6



゛

参

フ。関連する学会・講演会の案内

ISUAWPRc symposium on Hazard Assessment and contr01
Of Environmental contaminants in the water

Pr01. sabⅡro Malsui.

Chairm且n of the or宮anizing conlmittee

Kyoto unlVθrslty,

Laboratory for conh'01 0f Environmental Microp011Utants.

1-2 Yunli11anla, ostu city, shiga, Japan 520

OBJECTIVES

Th↓S S}'mposium provides a for11m for scientistS 且nd engineers
to discuss control strate琴ies and practical s011Utions for con,
tr011ing ha2ard substances in the W3ter eΠνironlnent. A wide

range of ha2ardous substances is considered. such as organoha

11des, nitrocompounds. polyarom3tic comp01」nds. he丑Vy metals,
and radi0且Ctive substances

TOPICS AND SCOPE

The f0110wing topics are selected

1. contamination of W日t日r by chemlcal substances:
Sources and distribution of xenobiotics in river and lake

ter. estⅡヨry and coastal water. rain W3ter, ground water
drinking water

2. New mθthods ot analyzing and monitorlng mlcrop01山一
始nts. and thelr applicauon to va"ous waters:

3. Ha2ardous asS日Ssment of xenobi0鮓Cs on ecosystems:
New bi010gical methods to evaluate toxic eιfects on the ecosy.
Stem, including interactive complex effect5 0f chelnicals on
bl010gical systems and ec010gicol models that eV且Iuate trans.
Port and bioconcentration of hazardous subst且晶Ces

4. Risk assessment oftoxlc substances on man:

Extrapolation of risks hom the results ol bi010giCヨ1 test sys
tems and epidemi010gical and statistical assessments

CALLFOR PAPERS

5. control and decontaminatlon of hazardouS 3UbSねnces

in the water envlronment by new englnθering methods:
Decontamination of bott0訂I sediments in the various W3ter en.

Vironment;宮enetic engineering and its application to bacteriC且1

Systelos to decolnpose xenoblotics

The scienlilic program consists of plenar}' sessions. iRvited
Iectures oral papers, a11d poster presentati011S. paper selection
is based upon Ndgement of absu'octs aooo words) submitted

not later ιhaⅡ 28 FEbruary 1991. Aut110rs 、V川 be 川fornled of
accel)tance 0ι Uwir sub川北ted papers and tlW ιOUⅡ of presEnta・
tι0Π(oral of poSιer). FⅡ11 Written papers lor bot110ral a11d post
er presenιation must be subⅢiιtcd in the fr0↓n 0ι Camera-ready
P且Pers (1ess than 50oo words). and not later than 31 」Ⅱly.
1991. selECIEd papers wiⅡ be published in the lAWPRc jour
n五1. water sclenC七& Techn010Hy aner the lst synlposium is
held. prcprints of the S1山mltιCd paper5 Wi11 be prepared as a
Proceedings for ヨ壮endees at the synlposiunl

ーフー

Wa・

and

6. policies and strat8gles for contr01 0f hazardous subst-
ances:

InterDational organiZ丑tions' views and diflerent nationヨ1 Poli
Cles.

VENUE/LANGUAGE

The symposium wi11 be held in L且ke Bi研,a Research lns【止Ute
Of shlga prefectⅡre. otS11 City, shiga. japan. The lang山ge for
Presentntion and discussion of a11 Papers wi11 be English

DEADιINESAND K翻Y DATES

28 Feb.1991

30 Apr

31 May

30 Jun

31.JUI

Dead line for submi5Sion of title Ⅲld
abstract(10oo words)

Notificaιion of acceptance 0ι Papers

ISSⅡe of second ann0Ⅱncement

Dead line lor registration 、vith discount

Dead 匪ne for submission for camera
ready papers(50oo word)

Symposium

Technical excursion for Toyalna ヨ1】d
K且mioka

25-28 NOV

28-29 NOV.1991

TECHNICAL EXCURSION

Technlcal exCⅡrsion is planned for the anernoon of 28 Novem
ber 1991 and a11 day on 29th Novelnber 1991. viS託S 丑re 血e
n1ⅡSCU伽 of 【he lTAI-1TAl diS肌Se {cd-re}ated disease) in
Tの'ama and 廿】e wastewntcr treatment faciⅢies of Mitsui Min
Ing and sme1ιln弩 Cor"P:111y i11 Kamioka.1i thピ 11Unlbピr of part↓,
Clpants dues not reaC11 t0 35. t11e technical excursion 、V111 Πot

be held. The tcnta【ive exCⅡr5ion foe is japa11eSぞ Yen 28,000
Per person includi"g "U'eu meals. hotel acconlod丑tlon. and bⅡS
C11nrtej



8。会員状況と新会員(1990年9月以降)

会員状況(1990年6j11日一 1990年11月30日まで)

正会員

凖会員

継続

賛助会員

214 (189)

日本N U S (株)

チバガイギ(株)

J R東海(株)

電力中研(財')

動燃事業団(東海)

東京海上火災(株)

5 (5)

10 (リ

新規入会退会

25 (27)

合計

安田火災海上(株)

大東京火災海上保険

(株)日本総合研究所

東京電力(株)

2 (0)

新会負

3 (4)

4 (2)

9・

0 (0)

(20の229

合計

新規:日本RA-

(株)りスク

日本モンサ

(214)235

,

I C 環境システム
(、財)未来工学研究所
犠浜国立大学工学部物質工学科
横浜国立大学工学部物質工学科
横浜国立大学工学部物質工学科
三井業際研究所
(社)日本化学物質安全・情報センタ
(社)日本損害保険協会安全技術部
大阪市立環境科学研究所生活衛生課
東京大学文学部社会心理学研究室
筑波大学大学院博士課程社会工学研究科
大成建設(株)エンジニアリング本部
原子力部
国際航業(株)コンサルタント事業部
環境庁企画調整局環境研究技術課
株)アイー シャノ゛ン工

ネルギー環境研究部ル

リタスクラブ京都 イ

大阪大学工学研究科環境工学専攻
広島大学経済学部
筑波大学大学院社会工学研究科
経営工学専攻
本大学理工学部建築学科

AR協議会本R D

サント(株)アグロサイエンス事業部本モ サ

登録課
筑波大学社会科学系

士課程京都大学環境保全 夕一セ ン

(株)りスクマネ ン卜メ ンター、

横浜国立大学経済学部
食品本部(株中外貿易 )ファイン

安全評価 グル

フ(5)

aの13

(3 D30

DAR協議会

マネーヂメントセンター

ント(株)

4 (2)

俺")
幡肋)

(229)255
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レ＼ー
言丁三E :年次総会・講演シンポジュムの日時

1991年6月2日を 1991年6月29日(土)ヘ

Volume 3, Number 4

S 王之'凸、

白本りスク研究学会(The soc iety {or Risk Analysis: Japan-section)
横山栄一

〒 305 つくぱ市天王台 1-1-1

筑波大学社会工学系池田研究室
陀L.0298(53)5380 FAX.(55>3849

J

,

10

目次

年次総会・春季講演シンポジウム案内

1、、. 王コ

16年次総会・春季講演シンポジウムの案内

1991年度の年次総会(第 2 期 2年度)と第 4 回の春季講演シンポジウム(エネルギー.
リスク問題)を下記の要領で開催することになりましたのでご案内いたし

1、、.1、J

工 9 0

^ ^

日時

年次総会 1 2:3 0 - 1 3:0 0

講演シンポジウム 1 3: フ:00

場所 東京大学山上会館く東京都文京区本郷2丁目)
エネルギー問題をりスクの視点から考えるツ'^マ

内容: 特別講演座長天野博正(電力中央研究所)
茅陽一(東京大学):エネルギー問題におけるさまざまなりスク
佐藤一男(原子力研究所):原子力分野におけるPS A研究の現状と課題

ノぐネノレディス 司会大塚益比古(エネルギー総合研究所)ツション

近藤駿介く東京大学)、末次克彦(日経新聞)他数名を交渉中ノぐネラ

2。第4回研究発表会の日程と企画テーマの募集にっいて

199 1年度の学会研究発表会を下記の日程で行うことになりました。事務局では年会
の企画テーマを募集します。企画セッションのテーマ、趣旨、発表予定者をA 4 用紙 1 枚
にまとめて事務局までお寄せ下さい。(締切 3月末日)

日時:1 9 9 1年1 1月2 9日(金)- 3 0日(土)'
場所:東京(適当な会場を探しています)

エ、ノニタ

January,1991

発行責任者・池田

編集・中村

:119

ノノノ

12:30年6月2 9日(土)191 17:00
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